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年 ペ　ア（対） 産　卵（個）　　堰　化（羽） 巣立ち（羽） 生息数
198！ 2 8 4 3
！982 2 6 5 3
1983 2 9 3 3
1984 2 6 6 5
！985 2 13 4 4
1986 3 7 7 7
1987 3 12 9 6
1988 3 10 8 7
1989 3 7 7 7
！990 3 8 8 6
1991 3 8 7 5
1992 4 12 12 9
1993 7 28 10 3
1994 6 20 16 12
！995 7 22 16 10
1996 8 24 17 ！4
1997 10 38 30 25
ユ998 ！1 24 ！9 16
1999 18 51 45 38
2000 17 55 46 33
2001 3！ 72 6！ 55 155
表2　人工飼育トキ例年繁殖数量統計表
年 ペ　ア（対） 産　卵（個） 購1化（羽） 巣　立（羽） 飼育総数
1993 2 2 2 8
！995 3 15 6 3 ！4
1996 3 30 ！2 10 24
1997 3 22 6 3 25
1998 6 35 25 22 75
1999 9 49 29 27 75
2000 19 98 50 33 105












番号 営巣区名 産卵数 艀化数 巣立ち数
1 山盆河 2 2 2
2 木家河 3 3 3
3 団山河 4 4 4
4 宴溝 3 3 3
5 良馬湾 3 3 3
6 大宏嶺溝 3 0 0
7 桃園 1 1 1
8 小登購1＃ 3 3 3
9 小登階2＃ 3 3 1
10 下小湾 3 3 3
！1 余家溝口北 2 2 2
12 余家溝口南 1 1 1
！3 余家溝前湾 2 2 2
14 木家溝 1 1 1
15 池塘溝 3 3 2
16 池塘溝口 2 2 2
17 梁披 2 2 2
！8 二道梁1＃ 2 2 2
19 二道梁2＃ 4 4 3
20 二道梁3＃ 3 2 2
2ヱ 二道梁4＃ 3 3 3
22 張溝 2 0 0
23 黄溝 0 0 0
24 綿花山 3 3 3
25 沙渓丁溝 2 2 1
26 沙渓陳溝 2 2 2
27 華陽高峰 3 3 3
28 石佛一組 2 1 0
29 安豊大披組 2 0 0
30 充柳四組 2 0 0
3！ 桑渓 0 0 0

























































































































営巣地名 繁殖年数 繁殖巣数 産卵数 艀化数 巣立数 備　考
1 金家河 3 3 10 2 0 81年トキ発見当時営巣
2 挑家溝 ！0 ！2 31 20 ！8 同上
3 三盆河 16 17 55 45 36
4 団山河 9 28 31 26 26
5 牡牛坪 6 6 15 ！5 ！3
6 瓦坪 1 1 2 2 2
7 劉才 2 2 5 5 1
8 木家河 7 8 28 23 10
9 余家溝 6 6 19 19 12
！0 余家溝口北 3 3 7 7 6
11 余家溝口南 3 3 4 4 4
！2 桑渓 1 1 0 0 0 ※
13 花園 1 1 3 1 0
14 毛芽湾 1 1 3 0 0
！5 郭溝 1 1 4 1 1
16 桃園 2 2 4 1 1
17 前湾 1 1 3 0 0
18 時家湾 1 1 4 4 4
19 白火溝 4 4 15 ！2 8
20 池塘溝 5 5 14 12 9
21 池塘溝日 3 3 7 7 5
22 白岩 1 1 4 3 0
23 二道梁1＃ 6 6 18 15 14
24 二道梁2＃ 2 2 7 7 6
25 二道梁3霧 1 1 3 2 2
26 二道梁4＃ 1 1 3 3 3













営巣地名 繁殖年数 繁殖巣数 産卵数 艀化数 巣立数 備　考
28 良馬湾 6 6 20 19 17
29 上溝 1 1 3 3 1
30 小郡溝1＃ 5 5 16 15 14
31 小登購2＃ 1 1 3 3 1
32 婁溝 2 2 7 6 6
33 毛里溝 1 1 4 4 2
34 草填 2 2 5 5 5 市街区に最も近い営巣地
35 二郎廟 1 1 3 3 3
36 呂家溝 3 3 8 7 5
37 小林湾 1 1 2 2 2
38 綿花山 3 3 8 8 5 99年親鳥育雛放棄
39 黄溝［コ 2 2 3 3 3
40 黄溝口上 1 1 3 1 1
41 下小湾 2 2 5 5 5
42 龍創崖 1 1 2 1 1
43 大登購 1 1 3 3 2
44 木家溝 2 2 5 1 1
45 西郷県河湾 1 1 2 2 1 蛇被害で1羽死亡
46 大宏嶺溝 1 ? 3 0 0 ※
47 梁披 1 1 2 2 2
?
48 張溝 1 1 2 0 0 ※
49 沙渓丁溝 1 1 2 2 1
?
50 波渓陳溝 1 1 2 2 2
?
51 華陽高峰 1 1 3 3 3 ※洋県最北端に位置する
52 石佛一組 1 1 2 1 0 ※洋県最南端に位置する
53 安豊大披組 1 1 2 0 0 ?



































































































































































































































































作物種類 化学肥料 農家肥 種まき／収穫時期 単位面積生産量
ス　イ　ト　ウ 50 2500 6月上旬／9月末 350
コ　　ム　　ギ 40 ！500 10月中旬／6月上旬 125
トウモロコシ 40 1500 5月中旬／8月下旬 175


























































作 養豚・養鶏 トン糞・鶏糞 メタンガス発生















































































郷鎮有林 村組有林 農地・私有林 国有林
凡例：行政指導関係　　→
　　業務指導関係　　……・・…》
　　協力関係　　　　〈………一〉
　　所有権（使用権）一
図3　所属関係概念図
が林業庁に直轄管理されている。センター長等の幹部は省の意見に基づいて県が任命す
る。トキ保護計画及びその実行（営巣地、越冬地等の保護及び当地域の経済振興、補助
等）は省が直轄するトキ保護センターにある。
　他方、トキの営巣地区、越冬地区、遊蕩地区である耕地・林野地に対する農業経済計画
の所管は県にある。このように、トキ保護計画と地域農業経済計画とは統一性を欠く。今
後、国家級朱鷺自然保護区計画が実現すれば、洋県全域における「生態農業」システムの
推進が不可欠である。図3に示すように、トキ保護部門は、地域の土地や森林等の所有権
を持たず、郷鎮村に対して指導責任を持っていない。トキ保護を中心とした「保護区」の
管理・運営と農業経済振興との両面から総合的に考慮した地域発展計画の策定には、地方
政府を中心に農業、林業、畜産、漁業及び環境保護の担当者の参加が不可欠である。ま
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た、「保護区」の管理・運営も郷、鎮政府、村の参加が欠かせない。このため、今後、「社
三共管」という新たな組織の導入が必要である。すなわち、トキ保護センターと当地域の
政府、住民との共同管理体制（例えば、共同管理委員会）をつくり、策定した地域資源管
理、経済発展計画に基づき、自然保護と地域経済の両立を目指す必要がある。
3）トキと人間の土地利用の対立点：餌場とする冬水田の消滅
　丘陵地の「生態農業」は、梨等の果樹有機栽培促進を重点としている。生息地のコアで
ある営巣地区と越冬地区は、海抜650～1，200メ・一トルの中山間部にあり、範囲は36か村、
145組に及んでいる。この地域にある裏作をしない一毛作水田の面積は、約500ヘクタール
に及ぶが、冬にも冠水しトキの餌場となる水田（冬水田）は僅か50ヘクタールしかない。
冬水田はトキの繁殖期と越冬期における主要な餌場である以上、冬水田の維持・管理は、
野生トキの個体群増殖に関わる極めて重要な要素である。
　近年、農業技術と水利条件の変更により冬水田の面積が減少していることに加え、異常
気象による連年旱魅のため、トキ餌場の状況が悪化している。2000年、旱魅に見舞われ、
3～5月の間にトキの営巣が集中した花園郷営巣区域内にある冬水田面積は減少し、4ヘ
クタール、当地域水田面積の10％にまで低下してしまった。この結果、繁殖期における餌
不足のため幼鳥の死亡率は、通常より15％高まったという報告がある。
　甲西トキ保護センターの予測によれば、2010年半でに野生トキ個体数は1，000羽を超え
る。そのため、冬水田面積率は、少なくとも現在の10％から20％以上に上昇させなければ
ならないと試算されている。
　また、近年、中山間部における経済振興に伴い、炭焼き、焼畑、シイタケ栽培、建築用
材、燃料採取のための森林資源の消耗が加速している。トキ営巣地区にある営巣木やネグ
ラ周辺の樹木は、特別保護策によりょく保護されているが、中山間部全体の森林を考える
と質が低下している。今後、現存する森林の保護と同時に、新たに造林が必要である。用
材林の他に、自然保護にも農家所得にも貢献する経済価値の高い樹種の選定や果樹、薬草
栽培等の奨励が必要であると考える。
3－3。洋県における「生態農業」の現状
　2001年8月24日、楚割人民政府を訪問し、「生態農業」の展開方向について農業担当副
県長陳章存氏に聞いた。陳副県長の話を次のように纏めた。洋県の「生態農業」はトキ保
護と緊密に結びつけて次の3つの方面で行っている。
　i）退耕還暦（土地利用を農業から林野地へ戻すこと）
　これまで開墾された傾斜25度以上の斜面にある農耕地を全て森林や草地に戻す。森林造
成により地域経済振興と自然環境改善を狙う。特にクルミ、アマクリ、果樹等経済価値の
高い部門を発展させる。中山間地域では、林業を主業として経済を振興する。具体的に、
海抜1，000メートル以上の場所では用材林（スギ）を造林し、600～1，000メートルの場所で
は経済林（クルミ、アマクリ）と漢方薬草を栽培する。
　蓋）零細農家の中心集落への移住
　中山間地域におけるトキ営巣地区、遊蕩地区に住む零細農家は、町から遠く離れ、貧困
である。県はこれらの零細農家を村や郷の中心集落に移住させている。移住の目的は二っ
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ある。①は、貧困農家を比較的大きな集落に移住させることにより農家の貧困状態を改善
できること、②は、自然資源への負担を軽減することである。これまで約1，000人を移住
させた。
　租）農産物加工業の振興
　農山村経済振興策の一環として、洋県政府は、農産物加工企業への投資を奨励してい
る。農産物加工企業がなければ、農業、畜産、養殖業だけの収入では、豊かになれない。
現在、県内でまずモデル企業を創出し、それを手本にして拡大する方法で推進する。
　また、「生態農業」の典型事例として黒峡村がある。黒峡村は、中山間地域にある村で
ある。近年、山間地の自然資源利用として、林業に力を入れた。用材林はスギを植林し
た。経済林は、クルミ、アマクリを栽培している。また、集落の周辺に漢方薬草を栽培し
ている。2000年、村1人あたりの平均収入は3，000元（洋県平均は850元）に達し、洋県で
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は豊かな村として有名となった。
3－4。トキの土地利用と農業区画に基づいた「生態農業」
　以上指摘された3点は、地域の事情を十分考慮せず、国家レベルの計画の重点を述べて
いると思われる。図4で示す洋県の農業土地利用計画は、1984年に県農業区画委員会によ
り「洋県農業区画」として策定されている［蘇・河合2000：77－78］。トキの土地利用の
実態とこの農業区画に基づき、県レベルでの「生態農業」推進計画を策定すべきであると
考えられる。
　「生態農業」の重要性は次第に認識され、中国各地で「生態農業」のモデル事例が報告
されている。各地の事情は異なるため「生態農業」の方法は個性的でなければならない。
各農業区画での気象条件、自然資源、土地状況、文化伝統に基づく方法を積み上げた県レ
ベルの「生態農業」推進が不可欠である。この意味で、洋県人民政府にとっては、関連分
野の専門家を集め、「州県農業区画」を参照し、新たに「洋県生態農業計画」を策定する
ことが急務である。郷、鎮、村も県の計画に基づいた地域の計画を作成し、村民小組や農
家を具体的に指導することが必要であるが、資金、技術等の問題を抱え、洋県では現在、
「生態農業」計画策定の動きは未だない。
4。小　括
　20年間の洋県トキ保護は見事な成果を収めた。これは、行政を中心に保護体制をつくり
徹底的に生息地保護政策を貫いたことによる。トキ保護のために臨時職員を含む32人体制
をとり、農薬使用や営巣木伐採の禁止等という四つの「してはならない」約束を農民と結
び、これを徹底させたことが成功のもう一つの要因である。トキ生息地の農民は政府に従
い、保護に大きく貢献した。しかし、中山間部の営巣地区や越冬地区というコア生息地の
農業と農山村にはどのような経済発展をみたのか疑問である。花園郷余家溝等の現況から
見れば、変化はなかったといってよい。農民はいわば「半強制的」にトキ保護に従わせら
れ、その結果トキ個体数が増加したということもできる。
　トキ保護の長期戦略として、現在の「半強制的」政策から所得を確保しうる農業経営へ
写真8　中山間地：域の農家の庭先（同年8月23日）
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と誘導する政策を推進するために生息地環境と調和した「生態農業」システムの構築が急
がれる。「生態農業」推進による農山村の振興を図り、トキ保護事業と農山村経済を同時
に発展させなければ、トキ保護の中期・長期戦略目標は達成されない。平野・丘陵部では
龍亭鎮梨園経営のような成功事例は、いくつか現れている。しかし、中山間部では成功事
例は少ない（写真8）。
　1999年中ら、中国農業部（省）が全国に「豚・メタンガス・果樹」というモデルを推奨
している。これは江西省鞍市で最初に成功した事例で、農家がメタンガス発酵池を1基づ
くり、豚を2頭飼い、果樹を1ムー経営する、いわゆる「1・2・1工程」である。同市
では1999年8月現在、34．43万個のメタンガス池を保有し、メタンガスの使用戸数は全体
の24．1％を占めている［中国科技報99－8－9報道］。洋県の中山間地域でも「豚・メタン
ガス・果樹」モデルを導入すれば、トキの営巣地保護の観点からも、中山間地域のエネル
ギー、燃料や貧困問題の解決にも大きな効果が期待される。
　課題は大きく、残されている問題も多い。その幾つかを列挙しておく。
・日本の二次的自然においてトキが絶滅した要因は何か。また、洋県が野生トキ最後の生
息子として残された要因、即ちトキ生息環境条件は何か。これについて科学的な結論はま
だない。トキ長期保護戦略及びトキ野生復帰計画を考える時、上述した絶滅要因を解明
し、危険要素を除去することが不可欠である。この観点で自然科学と社会科学両面から洋
県と佐渡との比較を通しての基礎的研究が必要である。「植生の構造的な複雑性」と冬水
田との関係の解明や冬水田を維持するシステム作りは有益であると考えられる。
・中国における地域格差は、一層拡大する傾向にある。遠隔地の農山村の農家は、自給自
足的自然経済が特徴で、薪炭や建築資材用伐採で森林に負荷を与える。焼畑が行われてい
る地域も存在する。これら自給的農家は収入源を持たず、貧困状態にある。県は、貧困農
家の「移住計画」を実施しているが、これは自然環境への負荷の軽減において効果がある
が、冬水田維持には逆効果であると考えられる。冬水田の確保は、野生トキの越冬と繁殖
を左右する重要な要素である。
・病虫害防除のための農薬と地力維持のため化学肥料の使用は避けられるか。中国では農
業の持続的発展のために化学肥料と農薬の代替品として生物農薬、生物肥、有用菌肥等を
開発し、商品化している。しかし、有効性とコストの面で多くの課題が残っている。「生
態農業」を推進するには環境に優しい有機肥料、生物農薬の開発や改良が不可欠である。
環境保全型「生態農業」生産力の解明が欠かせない。
・「生態農業」は、自給自足の自然経済を特徴とする中山間地域では推進しやすい側面も
あるが、商品経済への移行は却って難しくなる側面も持つ。外部からの技術的・経済的支
援が必要である。例えば、龍亭鎮梨園経営のように「豚・メタンガス・果樹」モデルの場
合、数体元の投資と計画、技術が必要であるが、トキ営巣地付近の中山間農家にとって無
理がある。環境保全型農業を推進する農民に対する所得補償制度導入の必要がある。
・生息地唄に営巣地の自然環境を見ると樹木が少ない。また、生息地拡大から示唆される
ように餌になる水生小動物が減少している。最初のステップとして、植林を含め植生回復
が必要である。遊蕩地区は県外へ拡大し続けている。人口密度の高い漢江流域では、危険
因子が多く存在し、遊蕩地区全域におけるトキ保護の環境教育の必要性がある。
護2 蘇　雲山・河合明宣
　トキの舞う農村は中国にも日本にとっても難題である。中国の事例から農山村経済振興
を通してしかトキとの共生は実現しないことが明らかとなった。
注
1）ケージ不足が深刻となるので陳西省人民政府の予算：で、200！年夏に緊急に大型ケージ建設を始
　　めた。野生化への試みと、トキの個体数の増加への対策である。中央の柱が最も高い設計で35
　　メートルである。周囲が378メートルの四角形で面積7，245平方メートル（1辺が約100メート
　　ル、約1　ha弱）。1辺に5本と申央に1本の柱がある。建設が終わると選別したトキのペア
　　（10ペア予定）を放鳥し、中は広く仕切りの無い空間になるので捕獲iするのも困難となる。
　　ケージ内で自然環境に類似した「半自然jの状態をつくる。従来のようには管理できなくな
　　る。営巣、捕食、飛翔等の能力を訓練し、トキが「半自然」状態で行動することになる。ケー
　　ジは二重の網を止め、一重とする。野生復帰のステップ②が、ケージ内に作り出された「半自
　　然」状態で翼体的に始まったことを示している。
2）「コウノトリの郷公園整備」計画が1999年に完成した。この事業の理念として「コウノトリを
　　野生に帰すには、えさとなるドジョウやカエル等が生息できる田んぼや河川、巣となる高い木
　　が生い茂る山林といった自然が必要です。コウノトリも生活できる、このような自然環境は、
　　私たちにとっても住みよい環境であると考えます。コウノトリが再び大空へ舞う日、それは人
　　と自然が共に生きる豊な地域社会が実現する日でもあります。」［兵庫県コと謳われている。
　　　こうした景観は［林：33－34］によって次の様に記録されている。これが書かれたのは1950
　　年代末であった。
　　　「矢船町の集落を流れる小川の水は、日野川中流の『松ヶ鼻（まつがはな）』と呼ばれる用水
　路から取り入れられ、南越平野の広々とした田畑をはぐくんできた。曲がりくねった小川のほ
　　とりには、フキノトウが若草色に萌え、水面にはカゲロウがゆれていた。流れには、コイ、ウ
　　グイ、フナなどの魚類や、夕＝シ、カワニナなどの淡水の貝類をはじめ、ツチガエルや、トノ
　　サマガエルの姿も見られた。細いあぜ道には、いろいろな雑草が茂って昆虫が飛び交ってい
　　た。
　　農道には、モグラの通ったトンネルがいくつもあって、メスイタチがこの穴に出入りするの
　　を見つけて、望遠レンズを向けて撮影したこともある。コウノトリをはじめ、野鳥のえさにな
　　る小動物が、どこにでもいたのである。そして、大自然は、大地も山も、川も、田や畑も「生
　　き生き』としているようであった。」
　　　この景観は中国洋県の営巣地やかっての佐渡の営巣地、生椿、（清水平）等の生息環境と共
　通するものがある。集落、水田、小面・水辺、飛翔しうる空間、周辺の高木等が共通する要素
　である。
3）兵庫県豊岡市「コウノトリの郷公園」ではコウノトリの野生復帰の試みが1999年から始まつ
　　た。トキは、トキ亜科とヘラサギ亜科の二つの亜科からなるトキ科の大形水鳥でコウノトリ目
　　に属する。日本産コウノトリの絶滅は197！年で、トキの猛鳥捕獲i1981年に10年先立つ。しか
　　し、それ故、保護・増殖活動が開始された時期も早かった。コウノトリの絶滅とそして増殖及
　　び野生復帰計画は、トキに比べて国民の目を引かなかったが地道な活動を続けている。野生復
　帰のステップ②に関して、トキより10年程度早く始めているといえる。1963年に採卵・人工艀
　化が試みられている。1964年には保護増殖センターが設置され、兵庫県がその保護増殖にカを
　入れた。1971年の絶滅後、空白の期間があり1985年にロシアから6羽の寄贈を受け本格的な人
　工増殖が開始された。同じ1985年に中国産雄トキ「ホアホア」が3年間の期限で貸与された
　が、トキの場合は、ケージ内人工飼育の個体数が増加を始めたのは幾多の試行錯誤の後、1999
　年に中国から贈呈された1つがいの「ヨウヨウ」と「ヤンヤン」による「ユウユウ」の誕生を
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　　もって始まった。コウノトリは1989年に人工繁殖に成功して以降個体数は増加している。絶滅
　　（全鳥捕獲）の時期と人ユニ繁殖の成功した時期は、コウノトリの方が各々丁度！0年間早かった。
　　「コウノトリの郷公園整備」計画が1999年に完成し、野生復：帰の本格的試みが始まった。
　　　この公園設置の目的［兵庫県：2］は、「特別天然記念物であるコウノトリを保護し、その種
　　の保存を図るとともに、豊かな自然の中で、コウノトリとその他の野生生物と共存できる、人
　　と自然との調和した環境の創造について県民の理解を深め、教育、学術及び文化の発展に寄与
　　する。」ことである。①環境教育、②保護・増殖活動、③生物学的研究に加え、生息地環境を
　復元するための調査研究及び二次的自然保全のための地域経営を含む「田園生態研究部」設置
　等が中心となる事業である。特に③について注目される。
4）鷲谷・矢原［1996：64－65］は、鳥類の多様性は植生の構造的な複雑性に依存するとしてい
　　る。F植物は生態系における一次生産者として、エネルギーを生態系に取り込む役割を担い、
　　消費者や分解者である動物・微生物の生活を物質・エネルギーの面から支えている。また、陸
　上生態系では、多くの種類の生物にとっての環境の不均一性は、植物がつくりだしている。そ
　　のため、動物や微生物の多様性は、植物の多様性に大きく依存する。たとえば鳥類の多様性
　　は、植生の構造的な複雑性に大きく依存している。動物は、植物を食べたり、植物体を破壊す
　　るなどの生物間相互作用を通じて、さらに環境の不均一性を増す。環境の不均一性は、種の多
　様性を増すだけではなく、自然淘汰を通じて種内の遺伝的な多様性にも影響を与える可能性が
　　ある。
　　植物はエネルギーや物質の面から生態系の生物の生活を支えるだけでなく、すみ場所、隠れ
　場所、繁殖の場などを提供することによって動物の生活の基盤をつくり、菌類などの分解者の
　生活を支える。そのため、植生とその多様性の保全は、生物多様性全般の保全にとって、最も
　重要な意味をもつ。」
　　　トキ生息地の植生の「構造的な複雑性」における水田の役割が解明される必要がある。
5）「組」組織は、中国農村で最：も小さい細胞的な組織である。84年の人民公社解体以前では、農
　　村組織は、人民公社、生産大隊、生産隊と重層的に組織されていた。人民公社解体後、人民公
　　社は郷（或いは鎮）、生産大隊は村、生産隊は村民小組（略称「組」）に改組された。
6）平坦部の稲作は、成苗の45日苗を使用し、手植えでありながら作条幅は20×13センチ（坪当た
　　り127株）と密植・多収栽培の指導が行われてきたと思われる。独自にトキを歩きやすくする
　　ため、作条幅を30×20センチ（坪当たり55株）に拡大し、単収もあまり減らさない栽培法を行
　　う農家がいる。群馬県の二毛作地域の場合、中興を使用し、30×15～16センチ（坪当たり68
　　株）間隔で機械栽植する。記録によれば、手植えの頃は群馬県でも坪当たり50～60株であった
　　（田中修「中国陳西省洋県視察」（［未定稿］）。
　　　［稲葉：35］は、無農薬・有機栽培による多収穫の基本は丈夫な苗作りであるとして、以下
　　のように述べている。「1株植え付け本数を2～3本に抑え、坪あたり60株以下の疎植とする
　　ことがまず第1の条件です。」
7）稲作について補足する。4月10日に播種、育苗期聞は45～49日、種籾ムー当たり1キロで二段
　　育苗法（播種後ビニールハウス1週間、後露地に移植）。田植え：5月25日～6月5日頃、密
　　度は22×25センチ幅、坪当たり60株という疎植である。施肥（元肥）：化学肥料ムー当たり50
　　キロと堆肥1，000キロ、2回追肥する場合、尿素をムー当たり育苗期7．5キm、田植え後7。5キ
　　m。農薬は、8月10日前後に1回防除、少ない消毒性の「敵百虫」をムー当たり、150グラム
　　噴霧器で散布する。除草剤は育苗期に1回、田植え後1週間以内にムー当たり100グラム、除
　　草剤は多数ある。手による除草はしない。収穫後の秋耕は子供の頃は行った。しかし、今は水
　　不足なので実施しなくなったとの回答。
8）組長は選挙により選出され、任期4年で、年に補助金500元が支給される。
44 蘇　雲山・河合明宣
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